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学位論文審査結果報告書 

平成 30年 2月 21日 

 

大学院医学研究科 様 

 

下記のとおり学位論文の審査を終了したので報告いたします。 

 

審査結果要旨 

氏名 佐藤祐樹 

学位論文題名   

Baseline serum syndecan-4 predicts prognosis after the onset of acute exacerbation 

of idiopathic interstitial pneumonia 

 

 本研究は、肺の様々な組織に発現しているヘパラン硫酸プロテオグリカンである

syndecan-4 の欠損マウスが野生型マウスに比べ炎症の誘導により好中球遊走能が増加する

ことや細菌性肺炎患者の血清中 syndecan-4が高値であるという先行研究に基づき、特発性

間質性肺炎 (IIP) の病勢の違いによる血清中 syndecan-4 値の意義について解析したもの

である。 

 研究方法は、IIP 患者の急性増悪時、安定期（３ヶ月以上の間呼吸困難等の自覚症状や画

像所見の悪化なし）、また比較対象として健常者の血清 syndecan-4 を測定し、白血球数や

肺機能などの臨床パラメーターとの関連を解析したものである。それによって IIP 安定期

の血清 syndecan-4値の高い群はその値が低い群に比べて IIP急性増悪後の生存率が低いこ

とが見出され、IIP 安定期の血清 syndecan-4 は IIP 急性増悪後の予後予測因子と考えた。

一方で IIP急性増悪時の血清 syndecam-4値は健常者より低値であり、この原因として激し

い炎症による syndecan-4 の枯渇や腎排泄の亢進が考えられた。また Syndecan-4 に好中球

の遊走能や肺の繊維化を抑制する作用があることを考えると、IIP安定期の血清 syndecan-4

が高値であることがその急性増悪後の予後不良因子であることに多少理解しがたいところ

もあるが、後方的解析であり採血のタイミングによるものが推測される。 

 以上、本論文は既に国際的な科学雑誌に掲載されており学位論文に値する。 
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